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【表紙の写真】

①多機能ブルドーザ

（耕起から播種までの作業を行う）

②はざ干し

③ルビーロマン

④ジビエ料理の一例

（イノシシ肉のロースト）

⑤参入企業による大規模な野菜栽培

（キャベツ畑）

⑥ほ場整備された水田

⑦エアリーフローラ

⑧能登牛

⑨農業体験（田植枠転がし）

⑩白米千枚田



　農業は私たちの生存に不可欠な食料を供給する重要な産業ですが、

近年、農産物の価格低迷や人口減少に伴う国内市場の縮小などによ

り、農業経営は厳しさを増しているほか、担い手の高齢化や後継者

不足に伴う耕作放棄地の増加などにより、農村の機能そのものが失

われることも懸念されております。

　本県では、これまで、平成 18 年に策定した「いしかわの食と農業・

農村ビジョン」に基づき、食育・地産地消、農産物のブランド化など、

各種の施策を進めてまいりました。

　加えて、近年の農業・農村を取り巻く状況の変化に対応し、本県の強みであるものづく

り産業のノウハウを生かした農業の収益性の向上や、農業への新規参入から定着まで一貫

して支援を行う本県独自の制度を通じた多様な担い手の確保、平成 23 年に世界農業遺産

の認定を受けた「能登の里山里海」をはじめとする里山の利用・保全など、新たな施策も

展開してきたところです。

　これらの施策を一層進めるとともに、新幹線開業により石川の「食」が注目を集める中、

本県農産物の付加価値をさらに高め、「売れるものを作る」産業へと転換を図るとともに、

農村を美しく活力ある地域として維持・発展させるため、新たな「いしかわの食と農業・

農村ビジョン」を策定いたしました。

　このビジョンでは、「農業の成長産業化」と「農村地域の活性化」を車の両輪として農業・

農村の振興を図るという方向性の下、『次世代に向けた他産業との連携による農業の収益

性の向上』、『ニーズの変化に対応した生産・販路の拡大と海外展開』、『地域の農業を担う

多様な担い手の活躍の支援』、『地域の強みを生かした里山の振興』の４つを柱に施策を進

めることとしております。また、施策の達成度合いを測る成果指標を定め、進捗状況と成

果を検証しながら進めてまいります。

　県としては、この新しいビジョンに沿って、生産から加工、流通・販売にわたる関係機

関・団体との連携を一層強化し、実効性ある取組みを進めてまいりたいと考えております。

　終わりに、このビジョンの策定にあたり、貴重なご意見・ご提言を賜りました策定検討

会議の委員の皆様や関係各位に対し厚くお礼を申し上げます。

平成28年５月　　　　　

石川県知事　谷本　正憲
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　しかしながら、本県農業の主力品目である米の価格の下落や、野菜･果物の価格低迷等により、

農業者の経営は厳しさを増しているほか、農業者の高齢化や農業の担い手不足が進み、鳥獣被害

の増加等も相まって、里山の荒廃が懸念される状況となっています。

の5つを柱として、元気ないしかわ農業の実現に向け、体系的に各種施策に取り組んできました。

　この結果、食育・地産地消、農産物のブランド化、新規就農者の育成、環境保全型農業の推進

等で一定の成果を得たところです。

　こうした中、持続的に、県民･消費者へ安全･安心な県産農産物を供給するとともに、里山地域

の有する豊かな多面的機能を発揮していくためには、農業を魅力ある産業へと成長させることと

併せ、農村を美しく活力ある地域として維持・発展させることが最大の課題です。

　新たなビジョンでは、こうした状況などを踏まえ、収益性の向上や多様な担い手の確保を進め

て農業の成長産業化を促進するとともに（産業政策）、農業以外の多様な収入源を確保して農村

地域の活性化を図り（地域政策）、これを車の両輪として、農業・農村の振興に向けた施策を展

開いたします。

　なお、平成27年10月、参加12カ国により交渉が重ねられてきた環太平洋パートナーシップ

協定、いわゆるＴＰＰ協定が大筋合意となり、多くの農産物の輸入関税が即時又は将来的に撤廃

されることとなりました。

　国の経済効果分析では、関税削減等の影響で価格低下による生産額の減少が生じるものの、生

産コストの低減、品質向上等の体質強化対策や、経営安定対策などの国内対策を講ずることによ

り、引き続き、国内生産量は維持され、農家所得も確保されるとしています。県としては、引き

続き、農業が将来にわたり持続的に発展していけるよう必要な対策を講じることを、全国知事会

等を通じて国に要請してまいります。
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・ コマツ･トヨタ等の製造業と
の連携の成果を最大限に活用

・ 先進的な大規模稲作農家が多
い

・少量多品目

・ 優れた特色はあるものの地域
に埋もれた品目が多くある

・ 器･調理技術も含めた食文化
の総合力

・ 石川県の和のイメージには、
和食の世界遺産登録は追い風

・ いしかわ農業総合支援機構に
よる就農から経営発展までの
ワンストップサービス

・ 農業参入総合支援プログラム
など農業参入に対する手厚い
サポート体制

・世界農業遺産認定

・豊富な観光資源

・ 里山振興ファンドによる地域
振興の支援

①  企業等の技術･ノウハウを生かし
た生産性向上の取組みの推進

②  食品産業と連携した新商品開発等
の６次産業化の推進

③  気候変動に対応し得る新技術の開
発と普及

④  農業を取り巻く情勢の変化に対応
した複合化･多角化の推進

⑤  需要者のニーズに対応した生産･
販路の拡大

⑥  特色ある農畜産物のより一層のブ
ランド化の推進

⑦  食文化の総合力を生かした県産食
材の海外展開

⑧ 環境と調和した農業の推進

⑨ 幅広い食育と地産地消の推進

⑩  県産食材への信頼を支える安全･
安心の確保

⑪  新規就農者の確保･育成と担い手
のスキルアップ支援

⑫  企業等の農業参入の促進など意欲
ある担い手の確保

⑬ 女性が活躍できる環境整備

⑭  担い手の経営発展に向けた農地集
積等の促進

⑮  多様な担い手のニーズに対応した
農地整備の推進

⑯  多様な地域資源を活用した生業づ
くりの推進

⑰  スローツーリズム等による人を呼
び込む農村づくりの推進

⑱  農村の多面的機能の発揮と安全･
安心な地域づくりの推進
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 【背景】

　農村の過疎 ･ 高齢化の進行により、農業の担い手不足が深刻化し、さらには耕

作放棄地の増加や集落機能の低下による里山の荒廃が懸念されています。

　とりわけ、能登を中心とする中山間地域では、地域の農業者のみでは、耕作放

棄地の解消や発生の未然防止が困難な状況となっており、意欲のある人材を発掘

するとともに、様々な支援策を積極的に活用して、企業や農業法人など多様な担

い手の確保に努め、農地の再生に取り組むことが必要です。

　能登地域では、世界農業遺産の認定や交流基盤の整備（のと里山海道の無料化

や能越自動車道七尾氷見道路の開通など）により、県内外の企業や農業法人が農

業参入や規模拡大の意向を示すなど、担い手不足による耕作放棄地の増加に歯止

めがかかる明るい兆しが見えてきたところであり、これを加速する必要がありま

す。
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農地中間管理事業のしくみ

●農地の借受け（農地中間管理権の取得）
●受け手農家がまとまりある形で農地を利用
　できるよう貸付け
●必要に応じ、補助事業等を活用した条件整備
　の実施
●いしかわ農業参入支援ファンドを活用した、
　耕作放棄地等への大規模参入支援

農地中間管理機構
（（公財）いしかわ農業総合支援機構）

貸付希望者
（出し手）

県・市町
農業委員会
JA 等

借受希望者
（受け手）

年とって農業ができない。
息子も都会で働いていて
戻ってくれそうにないなぁ。

このままだと、田んぼや
畑が荒れてしまう。
だれか代わって耕作して
くれないかな。

農地を広げて、
規模を拡大したい。

分散した農地をまとめて、
効率よく営農したい。

地域の話し合い（人・農地プランの作成・見直し）

借受け 貸付け

連携・協力
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３　用語の解説

〈あ〉

ＩＣＴブルドーザ
ＩＣＴ技術（Information and Communication Technology：情報通信技術）を
利用し、施工の自動化を行うブルドーザで、排土板の自動制御により、圃
場の均平化を容易かつ高精度に実施できる。

相対取引

生産者と実需者が相対で価格や出荷量をあらかじめ決めた上で販売する
取引方法。卸売市場でのセリ売りに比べ、食品加工企業や量販店などは
周年を通じて安定調達が可能なことから増加しており、卸売市場を介した
相対取引も多い。

いしかわ耕稼塾

（公財）いしかわ農業総合支援機構が運営し、プロ農業者から農業の応援
団までの幅広い人材の養成を行うため、各種研修を実施。新規就農者へ
の実践的なトレーニングをはじめ、プロの農家の経営感覚を磨く研修、消
費者の農業体験など様々なカリキュラムがある。

いしかわ里山振興ファンド

平成２３年５月に、県と地元金融機関で総額５３億円の「いしかわ里山創
成ファンド」を創設し、その運用益等を活用して、地域資源に新たな価値を
付加して生業を創出する民間の取組みに対して支援を行ってきたが、平
成２８年４月から、基金総額を１２０億円に拡充するとともに、名称を「いし
かわ里山振興ファンド」に改めた。

いしかわ農業参入支援ファンド

ＪＡグループや能登地域の金融機関の協力を得て、平成２６年７月に総額
１４０億円のファンドを創設し、その運用益を活用して、条件不利地域など
担い手がいない地域において、一定規模以上の耕作放棄地の再生など
に取り組む企業や農業法人に対して、営農が軌道に乗るといわれる５年
間、経営支援を行うもの。

一等米

農産物検査法に基づいて行われている米の品位等検査の結果、一等級
であると認められた米。米の外観品質や被害粒、未熟粒、着色粒、異種・
異物の混入率等の検査結果から、一等、二等、三等、規格外に分類され
る。

稲ＷＣＳ（稲発酵粗飼料）

稲ＷＣＳ（ＷＣＳはWhole Crop Silageの略）は、稲発酵粗飼料ともいい、稲
の子実と茎葉を一体的に収穫・密封し、嫌気的（酸素の少ない）条件のも
とで発酵させた貯蔵飼料。
近年、作物が作付けされない水田の有効活用と飼料自給率の向上に貢
献することから注目されている。

インバウンド
海外から日本へ来る観光客を指す言葉。
多くの外国人旅行客が訪日し、日本の食材への関心が高まれば、農畜産
物の需要拡大につながると期待されている。

エアリーフローラ

石川県が育成したフリージア品種の総称。
豊富なカラーバリエーションが特長。
平成24年春に市場にデビューし、「日本フラワー・オブ・ザ・イヤー2013」で
「特別賞」を受賞するなど、評価も高い。

エコ農業とエコ農産物マーク

エコ農業とは、堆肥などによる土づくりと、化学肥料、化学合成農薬の使
用量を慣行の３割以上低減する栽培技術に一体的に取り組む農業のこと
で、この栽培方法によって生産された農産物は知事の許可を得て、エコ農
産物マークを表示することができる。

園芸ヘルパー
野菜や果樹、花きなど機械化が難しく人手を多く要する園芸品目を主体と
する経営体の経営改善に向け、常時従事者代わって、又は常時従事者と
ともに、短期間（短時間）だけ作業に従事する人。
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〈か〉

加賀しずく

石川県が１６年の歳月をかけて育成した梨の新品種。
酸味が少なく、上品な甘さが特長。
「加賀しずく」の名称は、4,000通を超える公募の中から選ばれた。（平成28
年3月名称決定）

環境保全型農業直接支払
有機農業のほか、化学肥料・化学合成農薬を都道府県の慣行レベルから
原則５割以上低減する取組と合わせて行う地球温暖化防止や生物多様
性保全に効果の高い営農活動を支援。

機能性

中島菜の血圧上昇抑制効果や金時草の抗酸化作用（人に有害性のある
活性酸素が、体内で作用することを防ぐ働き）など、食材によっては健康
を増進したり、疾病を予防する保健効果があることが証明され、この機能
を強調した機能性食品に関心が高まっている。

牛群検定成績
乳牛に係る乳量、乳成分、飼料給与量、分娩状況などの毎月の調査デー
タ。

耕作放棄地

農林水産省の統計調査における区分であり、調査日以前１年以上作付け
せず、今後数年の間に再び耕作するはっきりした意思のない農地をいう。
なお、これに対して、調査日前１年以上作付けしなかったが、今後数年の
間に再び耕作する意思のある農地は不作付け地といわれ、経営耕地に
含まれる。

耕畜連携
米や野菜などを生産している耕種農家へ畜産農家から堆肥を供給した
り、逆に転作田などで飼料作物を生産し、畜産農家の家畜の飼料として供
給するなど、耕種サイドと畜産サイドの連携を図ること。

高密度育苗技術

種籾を従来よりも高密度（250～300g/箱）で水稲育苗箱に播種し、移植栽
培する技術。田植えに必要な育苗箱の数を従来に比べて３分の１程度に
減らすことができ、育苗資材費の削減や管理労力及び移植作業時間の低
減などが期待される低コスト技術。

〈さ〉

ＪＡＳ法

正式には「農林物資の規格化等に関する法律」といい、飲食料品などが
一定の品質や特別な生産方法で作られていることを保証する「ＪＡＳ規格
制度」に関する法律。
ＪＡＳとは、Japanese Agricultural Standardの略。

集落営農

集落など地縁的にまとまりのある一定の地域内の農家が農業生産を共同
して行う営農活動。
①転作田の団地化、②共同購入した機械の共同利用、③担い手が中心
となって取り組む生産から販売までの共同化など、地域の実情に応じてそ
の形態や取組み内容は多様である。
農業政策上も、①生産の効率化、②コストの削減、③農地の保全・管理な
どそれぞれの集落営農の機能・役割に応じ、支援策を講じている。

集落協定
（中山間地域等直接支払制度
におけるもの）

直接支払の対象となる傾斜などにより農業生産条件の不利な１ha以上の
一団の農用地において農業生産活動（耕作、農地管理など）を行う農業者
などが締結するもので、将来にわたり当該農用地において農業生産活動
などが維持されるよう、
①構成員の役割分担、②生産性の向上や担い手の定着の目標など、集
落として今後５年間に取り組むべき事項や目標を定めるもの。
（注）ここでいう集落とは、一団の農用地において協定参加者の合意の下
に農業生産活動などを協力して行う集団をいう。
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ジョイント栽培
苗木を定植時に先端を隣の樹に接木しつなげて栽培する方法。栽培管理
の省力・簡易化、早期成園化などのメリットがある。なしで技術が開発され
た後、他の果樹（りんご、うめなど）にも応用が進められている。

食育
食べ物を選ぶ力や食事作法、知識を習得し、健全な食生活を実績するこ
とができる人間を育てること。

新規需要米

米粉用（米以外の穀物代替となるパン・麺等の用途）、飼料用、輸出用、
バイオエタノール用、青刈り稲・わら専用稲・稲発酵粗飼料用稲、主食用
米以外の用途のための種子など、用途が主食用米の需要に影響を及ぼ
さない米（分類上、加工用米・備蓄用米は含まない）。

スマート農業
ロボット技術やＩＣＴなどの先端技術を活用し、超省力化や高品質生産など
を可能にする新たな農業のこと。

〈た〉

多機能ブルドーザ
農地改良に加え、稲作等における耕起、代かき、直播作業を１台で行える
ブルドーザ（石川県とコマツなどで共同開発）。

男女共同参画ｉ＆i（アイアイ）
プラン

農山漁村における男女共同参画を実現するため、女性起業者、女性認
定農業者の育成などの具体的な行動計画や目標を定めたもの。名称は、
「一人一人の自立」「愛情」「相合傘」「石川」に由来する。

地域団体商標

地域ブランドをより適切に保護し、競争力の強化と地域経済の活性化を支
援するため、平成１７年６月の商標法の一部改正で「地域名」と「商品名」
からなる「地域団体商標制度」が新たに創設され、平成１８年４月から農業
協同組合等による出願が認められた。

地産地消
「地元生産－地元消費」の略語であり、地元で生産されたものを地元で消
費することを意味する。消費者と生産者の相互理解を深める取組みとして
期待されている。

知的財産
人の知的な活動から生じる創造物（発明や創作）を、発明者の財産として
一定の期間保護する権利で、特許、実用新案、意匠、商標などがある。

地理的表示保護制度（ＧＩ）

「特定農林水産物等の名称の保護に関する法律」（地理的表示法、平成
26年6月制定）に基づき、品質、社会的評価、その他の確立した特性が産
地と結び付いている産品の名称を保護する制度。制度に登録し国が「お
墨付き」を与えることで、他の産品との差別化やブランド保護に寄与する。

特別栽培農産物

化学肥料・化学合成農薬の使用量を慣行の５割以上低減する栽培方法
により生産された農産物。従来からの競合品目との差別化を図る観点か
ら、特に「能登の里山里海」の世界農業遺産認定などを背景に、近年、取
組みが増加しており、こうした産地を支援するため、平成２８年度に特別栽
培農産物の認証制度を創設することとしている。

鳥インフルエンザ

A型インフルエンザウイルス感染による鳥類の疾病であり、人のウイルス
とは異なる。鳥インフルエンザのうち鶏などに高致死性の病原性を示すも
のを高病原性鳥インフルエンザと呼ぶ。鶏などが感染すると、全身症状を
起こし、神経症状、呼吸器症状、消化器症状などが現れ、大量に死亡する
こともまれではない。
なお、鳥インフルエンザウイルスは、生きた鳥との濃密な接触などにより
人に感染した例が知られているものの、鶏卵、鶏肉を食べることにより感
染することは報告されていない。
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〈な〉

中食（なかしょく）

レストランなどに出かけて食事をする外食と、家庭内で手作り料理を食べ
る内食（ないしょく）の中間にあって、市販の弁当やそう菜など、家庭外で
調理・加工された食品を家庭や職場・学校・屋外などへ持って帰り、そのま
ま（加熱調理することなく）食事として食べられる状態に調理された日持ち
のしない食品の総称。

ニッチトップ 規模の小さい市場において、圧倒的なシェアを誇ること。

日本型直接支払制度

農業・農村が持つ国土保全や水源涵養等の多面的機能の維持・発揮の
ために行う地域活動や営農の継続等に対して支援を行う制度で、平成２６
年度に国が創設。多面的機能支払、中山間地域等直接支払、環境保全
型農業直接支払の３つの直接支払の総称であり、平成２７年度から「農業
の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律」に基づき実施されてい
る。

認定農業者

農業経営基盤強化促進法に基づき、市町が地域の実情に即して効率的
かつ安定的な農業経営の目標などを内容とする基本構想を策定し、この
目標を目指して農業者が作成した農業経営改善計画を認定する制度。
認定を受けた者（認定農業者）に対しては、低利融資制度、農地流動化対
策、担い手を支援するための基盤整備事業などの各種施策を重点的に実
施している。

農業参入総合支援プログラム

能登を中心とする中山間地域では、地域の農業者だけでは耕作放棄地
の解消が困難な状況となっており、企業や農業法人など多様な担い手を
確保し、農地の再生に取り組むことが必要である。
このため、農地の確保・斡旋から、人材の確保、経営の支援までの一貫し
た総合的支援を行う「農業参入総合支援プログラム」を創設し、石川型の
農地再生に取り組んでいる。

農業集落

市町村の区域の一部において、農作業や農業用水の利用を中心に、家
と家とが地縁的、血縁的に結びついた社会生活の基礎的な地域単位のこ
と。
農業水利施設の維持管理や農機具などの利用、農産物の共同出荷など
の農業生産面ばかりでなく、集落共同施設の利用、冠婚葬祭、その他の
生活面にまで及ぶ密接な結び付きのもと、様々な慣習が形成されており、
自治及び行政の単位としても機能している。

農業生産工程管理(GAP)　

農業生産現場において、食品の安全確保などへ向けた適切な農業生産
を実施するための管理のポイントを整理し、それを実践・記録・点検・改善
する仕組み。
ＧＡＰとはGood Agricultural Practiceの略。

農業生産活動規範
（農業環境規範）

国が平成１７年３月に定めた「環境と調和のとれた農業生産活動規範」の
ことをいい、「作物の生産」、「家畜の飼養・生産」ごとに農業者が環境保全
に向けて 低限取り組むべき内容を定めている。
農業者は過去１年間の農業経営を自己診断し、翌年の活動に活かすこと
になる。

農地中間管理事業

地域ぐるみで担い手などへの農地集積を進めるため、地域の話し合い
により地域における農地の貸付希望者（出し手）と借受希望者（担い手農
家、農業法人、企業など）の合意が得られた地域において、市町が人・農
地プランの見直しを行い、同プランに基づき農地賃借（利用権設定）を行
う。
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能登牛

以下の条件を満たす肉用牛。
①黒毛和種、②石川県内が 終飼養地であり、かつ飼養期間が 長、③
血統が明確、④石川県金沢食肉流通センターで解体処理、⑤肉質など級
はA３以上またはB３以上

のとてまり

奥能登地区で栽培されている原木しいたけ「のと１１５」の 高級品であ
り、香りや歯切れが良く、肉厚で食べ応えがある。
平成２７年には市場で１箱（５玉入り）が１０万円の値をつけるなど高い評
価を得ており、しいたけ生産者、ＪＡ、市場、県・市町等で組織する「奥能登
原木しいたけ活性化協議会」が取り組んでいる。

能登豚

平成２６年２月２５日に能登豚推進協議会が設立。
能登豚の定義は、①県内で肥育・出荷されたもの、②金沢食肉流通セン
ターでと畜されたもの、③日本食肉格付協会により格付けされたもの（等
外を除く）、④衛生的な管理のもとで生産された、安全・安心なもの

能登豚αのめぐみ
産学官で共同開発した石川県の銘柄豚。生活習慣病に効果があるとされ
る「αーリノレン酸」を多く含む。やわらかく美味しい豚肉であると評価され
ている。

〈は〉

バイオマス
生物資源（bio）の量（mass）を表す概念であり、再生可能な生物由来の有
機性資源で、石炭や石油などの化石資源を除いたもの。

ＢＳＥ（牛海綿状脳症）

 Bovine Spongiform Encephalopathyの略。異常プリオンたんぱく質（細胞
たんぱく質の一種が異常化したもの）に汚染された飼料（ＢＳＥ感染牛の
脳などを含む肉骨粉など）の摂取により経口感染すると考えられている牛
の疾病。２年以上の長い潜伏期間の後、脳組織がスポンジになり、行動
異常などの神経症状を呈し、発病後２週間から６か月で死に至る。
１９８６年に英国で初めて報告されたが、これは７０年代に英国での肉骨
粉の製造工程が変化したことにより、異常プリオンたんぱく質が不活化さ
れずに残存した肉骨粉が流通・供与されたことが背景にあると考えられて
いる。

人・農地プラン

農業が厳しい状況に直面している中で、持続可能な力強い農業を実現す
るためには、基本となる人と農地の問題を一体的に解決していく必要があ
る。
このため、それぞれの集落・地域において徹底的な話し合いを行い、集
落・地域が抱える人と農地の問題を解決するための「未来の設計図」とな
る「人・農地プラン」を作成している。

百万石マルシェ
首都圏のバイヤーやシェフなどと県内の農林漁業者が直接商談を行う懇
談会で、毎年、２回開催している。

〈ま〉

マーケットイン
市場や購買者という買い手の立場に立って、買い手が必要とするものを
提供していこうとすること。
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〈や〉

ＵＩターン
大都市圏の居住者が地方に移住する動きの総称。Ｕターンは出身地に戻
る形態、Ｉターンは出身地以外の地方へ移住する形態を示す。

有機ＪＡＳ制度

ＪＡＳ法に基づき、「有機ＪＡＳ規格」（有機農産物及び有機加工食品などの
生産方法についての基準などを定めたもの）に適合した生産が行われて
いることを登録認定機関が検査し、認定された事業者のみに「有機ＪＡＳ
マーク」の使用を認める制度。

有機JASマーク

ＪＡＳ法に基づく「有機JAS規格」に適合するよう生産された農産物や加工
食品に付けることができるマークで、このマークが付されたものにだけ、
「有機」、「オーガニック」と表示することが認められている。有機JASマーク
の貼付や「有機」、「オーガニック」と表示するためには、国に登録された公
平な第三者である「登録認定機関」の認定を受ける必要がある。

有機農産物
堆肥などで土作りを行い、種まき又は植え付けの前２年以上、禁止された
農薬や化学肥料を使用していないほ場で栽培された農産物（ＪＡＳ法に基
づく「有機農産物JAS規格」に適合するよう生産された農産物）。

〈ら〉

リビングマルチ

主として栽培する作物とは別の作物の播種を行い、主作物の生育期間中
も生育を続けさせて地表を植物で覆わせるのに使われる、被覆植物のこ
と。生きた植物をマルチとして用いる技術で、雑草の抑制などを目的として
利用されている。

ルビーロマン

石川県が１４年の歳月をかけて育成したぶどうの品種。
「巨峰」の２倍の大きさとルビーを連想させる美しい赤色、甘くてジューシー
さが特長で、大きさ、色、糖度の基準をクリアしたものだけが出荷される。
平成27年には市場で1房100万円の値をつけるなど、高級ぶどうとして評
価が高い。

六次産業化
農畜産物の生産（第一次産業）だけでなく、食品加工（第二次産業）、流
通、販売（第三次産業）にも農業者が主体的かつ総合的に関わり、農業者
自身が付加価値を得ることによって農業を活性化させようというもの。

六次産業化総合化事業計画

六次産業化・地産地消法に定める総合化事業を行うに当たり、そのため
の事業計画を作成して農林水産大臣の認定を受けた計画。
総合化事業とは、①農林漁業経営の改善を図ることを目的とし、②農林水
産物などの生産及びその加工又は販売を一体的に行う事業活動であっ
て、③農林水産物などの価値を高めることを目指したものである。
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１）　農業経営体

用　　　語 定　　　　　　　　　　義

農業経営体

農産物の生産を行うか又は委託を受けて農作業を行い、（１）経営耕地面積が30a以上、（２）
農作物の作付面積又は栽培面積、家畜の飼養数又は出荷羽数など、一定の外形基準以上
の規模（露地野菜15a、施設野菜350平方メートル、搾乳牛1頭など）、（３）農作業の受託の実
施のいずれかに該当するもの

３）　農家人口

用　　　語 定　　　　　　　　　　義

農家人口 農家を構成する世帯員の総数

農業従事者 15歳以上の世帯員のうち、自営農業に従事した者

農業就業人口
自営農業に従事した世帯員（農業従事者）のうち、自営農業のみに従事した者又は農業とそ
れ以外の仕事の両方に従事した者のうち、自営農業が主の者

４）　農家経済関係

用　　　語 定　　　　　　　　　　義

総所得 農業所得＋農業生産関連事業所得＋農外所得＋年金などの収入

農業所得
農業粗収益（農業経営によって得られた総収益額）－農業経営費（農業経営に要した一切の
経費）

農業生産関連
事業所得

農業生産関連事業収入（農業経営関与者が経営する農産加工、農家民宿、農家レストラン、
観光農園などの農業に関連する事業の収入）－農業生産関連事業支出（同事業に要した雇
用労賃、物財費などの支出）

農外所得
農外収入（農業経営関与者の自営業収入、給料・俸給）－農外支出（農業経営関与者の自
営業支出、通勤定期代など）

生産農業所得

農林水産省が、生産量統計、農業物価統計、農業経営統計調査営農類型別経営統計等の
結果を用いて、農業算出額と生産農業所得＊を算出し公表。
＊生産農業所得とは農業産出額（中間産物を除いた生産数量×農家庭先販売価格）×所得
率＋経常補助金等

２）　農家等分類

用　　　語 定　　　　　　　　　　義

農家 経営耕地面積が10a以上の農業を営む世帯又は農産物販売金額が年間15万円以上ある世帯

販売農家 経営耕地面積が30a以上又は農産物販売金額が年間50万円以上の農家

主業農家
農業所得が主（農家所得の50%以上が農業所得）で、1年間に60日以上自営農業に従事して
いる65歳未満の世帯員がいる農家

準主業農家
農外所得が主（農家所得の50%未満が農業所得）で、1年間に60日以上自営農業に従事して
いる65歳未満の世帯員がいる農家

副業的農家
1年間に60日以上自営農業に従事している65歳未満の世帯員がいない農家（主業農家及び
準主業農家以外の農家）

専業農家 世帯員のなかに兼業従事者が1人もいない農家

第1種兼業農家 世帯員のなかに兼業従事者が1人以上おり、農業所得の方が兼業所得よりも多い兼業農家

第2種兼業農家 世帯員のなかに兼業従事者が1人以上おり、兼業所得の方が農業所得よりも多い兼業農家

自給的農家 経営耕地面積が30a未満かつ農産物販売金額が年間50万円未満の農家

農家以外の
農業事業体

経営耕地面積が10a以上又は農産物販売金額が年間15万円以上の農業を営む世帯（農家）
以外の事業体

農業サービス
事業体

委託を受けて農作業を行う事業所（農業事業体を除き、専ら苗の生産及び販売を行う事業所
を含む）

基本統計用語
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【農業の成長産業化＝産業政策】

【農村地域の振興＝地域政策】

新 た な 「 い し か わ の 食 と 農 業 ･ 農 村 ビ ジ ョ ン 」 の 概 要新 た な 「 い し か わ の 食 と 農 業 ･ 農 村 ビ ジ ョ ン 」 の 概 要
◇食と農業・農村を取り巻く環境◇食と農業・農村を取り巻く環境

○農作物の価格低迷等により、農業者の経営は厳しさを増しているほか、農業者の高齢化や農業の担い手不足が進み、鳥獣被害の増加等も相まって、里山の荒廃が懸念される状況となってきている。

○北陸新幹線金沢開業や世界農業遺産の認定による観光客増加を受けて、県内の飲食店等では、特色ある県産農畜産物の取扱量が増えており、さらなる需要が期待される。

○企業、新規就農者等の多様な担い手が増加し、さらに、他産業と連携した生産性向上やコスト削減等の新たな取組みが進められている。

◇取り組むべき施策の体系（４つの柱と１８の重点課題）◇取り組むべき施策の体系（４つの柱と１８の重点課題）

施策の柱と重点課題 施策の方向

【農業の成長産業化＝産業政策】【農業の成長産業化＝産業政策】

主な取組み

１ 次世代に向けた他産業との連携による農業の収益性の向上１ 次世代に向けた他産業との連携による農業の収益性の向上 成果指標：担い手の米生産費の4割削減 （16,000円/60kg→9,600円/60kg）

●革新的な米の低コスト生産技術の開発･普及

●ICT技術等を活用した園芸生産技術の開発･普及

●企業のノウハウを活用した生産管理手法の普及

●6次産業化に向けたビジネスプランの作成やノウハウ取得の支援による人材育成

●大学等との連携による長期的な視点に立った新品種や新技術の開発

①企業等の技術･ノウハウを生かした生産性向上の取組み
の推進

②食品産業と連携した新商品開発等の6次産業化等の推進

③気候変動に対応し得る新技術の開発と普及

・コマツと連携した米生産コスト４割削減技術の普及、
ICTブルを活用した簡易なほ場整備手法の検証

・コマツ･東レと連携した高収益型施設園芸モデルの確立

・トヨタと連携した生産工程の効率化推進

●品目の組み合わせによる複合化や6次産業化等の経営の多角化の推進

●オリジナル品種の生産･販売体制の確立
●ニーズのある品目の安定出荷に向けた県産農畜産物の生産拡大
●首都圏等での魅力発信と販路開拓

●特色ある県産農畜産物のさらなるブランド価値の向上
●ブランド化に意欲のある産地の競争力強化
●消費者･需要者のニーズに応える試験研究の推進

●県産食材等の魅力発信による新たな海外展開とインバウンド消費の拡大

●エコ農業から有機農業まで環境保全型農業の普及

●大人を含めた幅広い層への食育など県産農畜産物の需要喚起

●安全･安心に向けた食品表示や生産工程管理の取組みの指導･啓発

④農業を取り巻く情勢の変化に対応した複合化･多角化
の推進

⑤需要者のニーズに対応した生産･販路の拡大

⑥特色ある農畜産物のより一層のブランド化の推進

⑦食文化の総合力を生かした県産食材の海外展開

⑧環境と調和した農業の推進

⑨幅広い食育と地産地消の推進

⑩県産食材への信頼を支える安全･安心の確保

・活性化ファンド等を活用した複合化･多角化支援

・米新品種｢石川65号｣の名称募集､PR等による定着促進

・青果物産地の広域化による生産拡大の支援､能登牛･
能登豚の生産量の確保に向けた体制整備

・百万石マルシェや県アンテナショップでのフェアの開催

・ルビーロマン・エアリーフローラ等のブランド化の推進等

・産地が行うブランド化･販路拡大への支援、特別栽培農
　産物認証制度の創設

・意欲ある農業者に対する海外販路開拓の支援

・いしかわ耕稼塾の駅前アカデミー､奥能登直行便の取組み
　拡大等

２ ニーズの変化に対応した生産･販路の拡大と海外展開２ ニーズの変化に対応した生産･販路の拡大と海外展開 成果指標：担い手1経営体あたり農業産出額の4割拡大 （1,500万円/経営体→2,100万円/経営体）

⑪新規就農者の確保･育成と担い手のスキルアップ支援

⑫企業等の農業参入の促進など意欲ある担い手の確保

⑬女性が活躍できる環境整備

⑭担い手の経営発展に向けた農地集積等の促進

⑮多様な担い手のニーズに対応した農地整備の推進

●県外からのUIターン希望者の移住就農の促進
●就農希望者･新規就農者や担い手等の農業人材の育成

●農業参入総合支援プログラムの活用による企業の農業参入の促進

●農業分野での女性の活躍推進

●農地中間管理事業を活用した農地集積の促進

●低コスト省力型農業の実現に向けた基盤整備の推進

●生業づくりの促進のための里山振興ファンドによる支援の充実
●世界農業遺産「能登の里山里海」のさらなる価値の向上と魅力発信

●農家民宿を核に「食」をはじめとする里山里海の魅力を提供する「石川型スロー
　ツーリズム」の推進

●イノシシ等の鳥獣被害の防止と里山ブランドとしてのジビエの利活用の促進

⑯多様な地域資源を活用した生業づくりの推進

⑰スローツーリズム等による人を呼び込む農村づくり
の推進

⑱農村の多面的機能の発揮と安全･安心な地域づくり
の推進

・首都圏の相談センターにおける就農相談会の開催、就農
希望者に対する短期体験研修の実施等

・いしかわ耕稼塾における各種研修の拡充

・女性農業者の経営企画力向上に向けた新商品開発や販売
手法の修得支援

・ICTブルを活用した簡易なほ場整備[再掲]等

・里山振興ファンドの拡充53億→120億円
・体験学習により世界農業遺産の魅力や取組を発信するプ

ログラムの創設等

・食を中心とした魅力のネットワーク化や滞在メニューの
開発への支援等

・ジビエ料理コンテスト･フェアの開催等

３ 地域の農業を担う多様な担い手の活躍の支援３ 地域の農業を担う多様な担い手の活躍の支援

４ 地域の強みを生かした里山の振興４ 地域の強みを生かした里山の振興

成果指標：新規就農者数 115人/年→120人/年

成果指標：農家民宿・レストランの来訪者数 14,000人/年→20,000人/年

【農村地域の活性化＝地域政策】【農村地域の活性化＝地域政策】

◇目標年度◇目標年度 ：平成３７年度（１０年後）とし、５年後を目途に見直しを検討
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E-mail e210100@pref.ishikawa.lg.jp 
HP: http://www.pref.ishikawa.lg.jp/nousei/index.html 




